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○ 展示のねらい 

 とちあいかは、頂花房の着果数が少なく、頂花房と一次腋花房との間で中休みが発生す

る傾向がある。そこで、普通夜冷、無処理作型においてクラウン部冷却が花房の連続性お

よび障害果である先つまり果、先青果、先白果の発生に及ぼす影響を検証する。 

■供試区 1：クラウン部冷却有（普通夜冷作型）■供試区 2：クラウン部冷却有（無処理作型） 

■対照区 1：クラウン部冷却無（普通夜冷作型）■対照区 2：クラウン部冷却無（無処理作型） 

 

○ 主な成果 

 ・頂花房から一次腋花房までの花房間葉数は、両作型ともに、冷却区の方が対照区より１枚

程度少なかった（表１） 

 ・11月、5月の収量は無処理・対照区で最も多かったが、年内収量、総収量ともに処理区に

よる大きな差はなかった（表２） 

表１ 花房間葉数 

  
 ＊無処理・対照区の四次～五次は五次腋花房が出蕾しなかったため、－で示す。 

 

 表２ 月別収量 

  

 

○ 今後の方向性 

クラウン部冷却処理の終了のタイミングについては、葉の展開速度が遅くなる等の懸念があ

るため、花芽検鏡により一次腋花房分化確認後なるべく早く終了する。 

マルチ前の追肥は、一次腋花房での先つまり果発生の懸念があるため、追肥は収穫開始後か

ら行う。 

 

とちあいかにおけるクラウン部冷却の有無が生
育、収量、品質に及ぼす影響 
要約 

普通夜冷、無処理作型ともに、定植後のクラウン部冷却処理により、一次腋花房

の花芽分化が早まり、花房間葉数も１枚程度減少することが確認できた。一方で、

今作の生育収量および品質については、両作型ともに定植後のクラウン部冷却処理

による差は見られなかった。 
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